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論文内容要旨
 精神分裂病にむける心的過程と,脳の機能体制との関連づけは,生埋学,神経学等の概念や知
 見を応用して推定されている。既に我々の政室の高僑は,実験心理学的立場から慢性5}裂病患者
 に,精神運動性機能を測定する檀々の作業実験を行い,その結果,分裂病者には注意の機能に障
 害があることを確かめ,これを皮質と間脳の機能連関の障害によると推論した。著者は,高橋の
 場合と同じく薬物を服用しない患者群を対象とする一方,精神安定剤を投与した他の一群にも同
 じ作業実験を行い,両群の比較をした結果について,心理学的ならびに神経生ゴ里学的に若干の考
 察を試みた。
実験
 実験対象は,精神分裂病患者55名(破瓜型19,緊張型4,妄想型5,混合型7)、正常対
 象渚10名で,被験患者の平均狂令・は54オ,平均罹病年数は10伍の慢性男子患者群である・
 症状は固定的で,感椿の鈍麻と意慾の低下を主とするか,支離なく作業療法に従い得る者のみで
 ある。被賜患者を病型,罹病年数,症状のバランスを考慮して,22名の真葉群と11名の偽薬
 群に分けた。偽薬群の患者は,実験開始5週間前から偽薬が与えられ,全検i査終了後2ケ月闇の
 真薬服用の時期を経,その状陀であらためて全検査が行わわ,各群の比較かなされた。使用薬物
 け,C五10rprOmaz工n'e,LevomeprOmazine,Thiorid.azineの三種で,いずれも
 大脳皮質に抑制的に働く同一傾向の作1・行機序を有するものである。実}嗣亜目は5種目で,以下概
 略¢)実齢詣法及び結果を述べる。
 沖1実駒皮膚霜気反射((}SR):基礎抵抗値を測定した陵,ブザーによる音荊戟に対する
 GSRの変化を・みた。糸書課r:糞婆群け,お壽むね基礎抵抗が高く,自発反射か少く,GSRは平
 坦化傾向を示した。音刺戟に対する反応性は,両群の間に著しい差異はなかった。
 才2実験選択反応に対する反応時間測定:1秒及び10秒の一定の準備時間後に,衝立面に現
 われる赤又は青のランプ'を確認し.嚢ら,右手又は右足の対応する側の電鍵を離させ,その間の時
 間を測定した。結果:真塾マ芹が偽楽舞よりも平均反応暗闇が若干速く,又,ばらつきの程度も少
 なかった。同時記録のGSRてけ,真葉群か,偽薬群よりも刺戟対応性が規則的であった。
 汁5実1験タノビング:可分串1隔,30秒間のタツピンクを10副連続さ・せた。結果:偽楽師が,
 真葉群よりも毎回作業旨が多かった。
 オ4実験精神反応速度:骸司の1eコ`D固定図型に対して,夫々.1二の窓に現われろ刺蛾図型の
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 中から同一のものを見出して下のボタンを押すことを繰り返す作業で,20秒嗣隔で10回行った。
 結果:良薬群か,徐々に三割愛を・増し正常渚群¢)経過にほy準ずるのに対して,偽薬群は,初めは
 遅いペースて進み,半ば頃から角.に速く;妙頁葉群を追い越すという特異な経過を示した。
 オ5実験メトロノームに合わせて行う蓮続加算テスト:予や定められた1分間24の作条景を
 基準とし,メト・ノームの拍打数を,前半はその2倍の鮨,後半は5倍のア2にとって,内田クレ
 ペリソ精神作業検査様式で,前後半1D分づつ連続加勢、させた。結集:分裂病群は,全般に正常者
 よりも作業母の不一致が多く,.目.つ,メトロノームの拍打数の増えた後半には誤謬量も増加した。
 真葉群と偽薬群でけ,偽薬群に若干作業量の不一致が多かった。
 考察及び総括
 単純なものから複雑なものに亘る検査を行った船梁,典薬服用者と偽薬服用者の精神運動性機
 能には,ある程度の差があることか認められた。タッピングの如き.単純な運動機能は,偽薬群の
 方が成績が良かったが,判断,識別,選択など「注意」の機能に関連する検査で憾,総じて真桑
 群が優れていた。例えば,精神反応速度検査ては,偽薬俳が,・半ば頃から意、速に詠いペースをと
 ったことは,彼等の適応性の悪さを示す外に,注意の集中,配分,保持左どに障害があり,注意
 の統御体制の構成が遅1越することによると思われ.る。一力,真薬群区)ぱらつき10少左さは,速く
 彩1佃1体ll協か確立された畜のと=考えられる。
 ところで,「注意」の惨能は神経生理学的に,今日1繭幹網慷系に!基礎づけられているG一方.
 CP及びこれに類似の薬物の作用機序は,脳幹網様系の.と行賦活系を抑制すると云われており,
 この四達から大凡.OPによって注意の機能障害が起るであろう。Mirsky等は,正常翼`か
 レゴてこれ宣・イ護かめたとレ、う。慢性分裂病患・者を対奎衰とした者者の実験で.こ別.と異る苑青果吃・得た
 ことに,分裂病の不明な生理機制か関一与しているものと思われるが、若者は匿shの仮説をとり、・1
 上げて;考藻を試みた。日iShによれば,精・神分裂病の本態ω'視床都の綱様系のOVerac仁ivi七y
 に求められるとし(レリ慢判三¢)経過をとると,緬梼こ系の手寺続的な10WgradeovOraeじiv土七γ
 の孝rll呆,皮質¢)興奮が持続し,網様系一皮擾のdy$funcnonを生ずると煮えられている。藩
 老は,かかる状1顧に楯神安定・資liが1凱与すると,網床系のoverac七士viむy・が緩和きれ,皮質活
 !助{・,dy5fllnctj.onから安定化1,統制化さlh.たブヲ向に向う稽泉1死変るであろらと考えた。
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 審査結果の要旨
 精神分裂病に於ける心自彊程と,脳の機能体制との関連づけを実験心理学的立場で試みようと,
 一昨年・著者の撰する教室の高橋は・慢性分裂病患者に精神運動性機能を測定する種々の作業実験
 を行った。その結果・分裂病者には注意の機能に障害があることを確かめ・これを皮質と間脳の機
 能連関の障害によると推論した著者は,高橋が行なったと同じく薬物を服用しない、患者群を対象と
 する一方,精神安定剤を投与した他の一群にも同じ作業実験を行い。両群の精神運動性機能の比較
 をした結果について,心理学的ならびに神経生理学的に考察を試みた。
 実験対象は・平均年令54オ・平均罹病年数10年の慢性男子分裂病、患者55名1破瓜型19,
 緊張型4,妄想型5,混合型7),及び正常者10名である。被験患者を,22名の真桑服用群と,
 斜角の偽薬服用群にわけ,後者については,一定期間の偽薬服用時と,一定期間の典薬服用時の
 2回に亘って・夫々実験を行った。使用薬物は,Chlorpromazlne・LeVGm量promazine,
 Tbioridα乞ineの5種で,いずれも大脳皮質に抑制的に働くという同一傾向の作用機序を有
 するもの'で,各,患者の症状に応じて夫々適当たものが選ばれた。実験種目は,1)皮膚電気反射,
 2)選択反応に対する反応時間測定,5)タッピング,4)精神反応速度・5)メト・ノームに合
 わせて行う連続加算作業の5種目である。
 結果は,典薬服用者と偽薬服用者の精神運動性機能には或る程度の差があることが認められた。
 タッピγグの如き単純な運動機能は,偽薬群の方が成績がよかったが,判断,識別,選択など「注
 意」の機能に関連する検査ては,総じて真薬群が優れていた。
 ところて・「注意」の機能は神経生理学的に,今日脳幹網様系に基礎づけられて分り,一方,GP
 及ひこれに類似の精神安定剤の作用機序は,脳幹網様系の上行賦活系を抑制すると云われている。
 この関連から,OP服用によつて注意の機能障害が生ずることが想像され,正常者についてこのこ
 とは確かめられている。優性分裂病患者を対象とした著者の実験で,これと異なる結果を得たこと
 は・分裂病の不明な生理機制が関与しているものと思われるが,著者は・Fiεbの仮説をとり上
 げて考察を試みた。Fishによれば・精神分裂病の本態は視床部の網様系のOverac硫▽ity
 に求められると云L(・慢性の経過をとると3網様系の持続的なloWgradeOveraotivi砂
 の結果,皮質の興奮が持統b網様系一皮貰のdysfunctj.01コを生ずると考えている。著者は・
 か、る状態に精神安定剤が関与すると,網様系のoVerac斌vi七yが殺軒口されン皮質活動も
 dysfullc七ionから安気巨化し,統宙群ヒされた方向へ向かう乳響鳥になろであろうと考え魚。
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